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（成果の概要）

　分野別対策委員会では、課題に応じた取組みが検討・実施されており、共通する課題に関しては合同での取
組みも行われ、対策委員会間での連携も生まれている。また、会議や啓発等の活動を重ねるなかで、委員の
セーフコミュニティ活動への主体的な意識も徐々に醸成されてきている。
　日頃は顔を合わせない市民や団体が顔を合わせ、互いの事業や課題等を共有し、協働での取組みができる
流れもできており、SC活動以外への波及も期待され、同活動に取り組むことは有意義であると考える。

課題（問題点）
及び

今後の方向性

　セーフコミュニティ活動は、地域の課題に応じた協働の取組みであることから、広く安全・安心
のまちづくりを推進するために、行われている取組みの周知等、更なる認知度の向上を図るこ
とが課題である。また、認証取得後、生じつつある同活動への意識の温度差に対して、対策を
図ることも課題となっている。
　地域の課題に対する取組みが展開されているところであり、確認も行いながら、地域主体の
取組みへの視点も視野に入れ、安全安心なまちに向けて同活動を進めていく。

犯罪が少なく安全なまちだと思う市民の割合 H26:70.1％ H29:73.1％ H29:72.3％

3,835 1,676 3,508 1,602

地域の中で人のつながりがあると思う市民の割合 H26:59.9％ H29:62.9％ H29:56.6％

目標値 29年度実績値

防災対策が充実し安心だと感じている市民の割合 H26:58.0％ H29:62.0％ H29:43.7％

2,301

使用料及び賃借料（73） 73

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 現状値

平成29年度事業費内訳（単位：千円）

費目 金額

報償費（9）、旅費（241） 250

需用費（1,206） 1,206

役務費（5） 5

委託料（2,301）

H29決算額
H29地方創生
交付金額

H30予算額
H30地方創生
交付金額

金額（単位：千円）　

　（事業の目的・趣旨）

　本市における安全・安心に関する状況を把握し、地域や行政などが一緒になって取り組むセーフコミュニティ活
動を通じて、地域コミュニティの活性化や、より安全で安心して暮らすことのできるまちをめざす。

　（事業概要等）

　「多くの事故や犯罪、自殺などが原因となる死亡やけがは偶然の結果ではなく、予防できる。」との考えに基づ
き、安全・安心なまちをめざして、市民や地域団体、関係行政機関など分野の垣根を越えたセーフコミュニティ推
進体制を構築し、地域診断より明らかになった本市の重点分野（交通安全、子どもの安全、高齢者の安全、自
殺予防、犯罪防止、災害安全）において課題を設定、取組みを行うなど安全の向上を図る。

項目

良好な住環境が整っていると感じる市民の割合 H26:70.8％ H31:75.0％ H29:65.7％

防災対策が充実し安心だと感じている市民の割合 H26:58.0％ H31:65.0％ H29:43.7％

地域の中で人のつながりがあると思う市民の割合 H26:59.9％ H31:65.0％ H29:56.6％

施策と取組内容

1 安全・安心に暮らせる環境をつくる

指標 現状値 目標値 29年度実績値

まち・ひと・しごと
総合戦略におけ
る位置づけ

NO 基本目標

4 セーフコミュニティの推進などにより、安全・安心な暮らしと快適な住環境をつくる。

NO 施策と取組内容 NO

まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく地方創生交付金事業検証シート

事業名 セーフコミュニティ活動を通じた地域創生事業 担当課名 危機管理課

交付金の種類 地方創生推進交付金


